
人類は「体主霊従」から「霊主体従」へと転換 

物・金・エゴに支配された「体主霊従」の時代から精神 

性に目覚めて「霊主体従」の時代へと、人類が転換するこ 

とを預言している有名な「日月神示」の夜明けの巻第１２ 

帖に「岩戸開けたる野も山も、草の片葉の言止めて、大御 

光に寄り集う、誠の御代ぞ楽しけれ。今一苦労二苦労、と 

ことん苦労あるなれど、楽しき苦労目出たけれ。『申、酉す 

ぎて戌の年、亥の年、子の年目出たけれ』と記されてあり 

ます。この「岩戸開けたる・・・『子』の年」とは何時の 

「ネ」の年であったのでしょうか？それが本年の「令和二 

年の『子』の年」であったのです。 

「令和」の元号の深意は「霊性に和す」意味が 

「平成」の意味は下欄のワンポイント字割の解説で明らかなように「岩戸成る」＝「岩戸が開かれる」の意味が秘められて

いました。そして昨年は平成最後の「三十一年」。「三十一」の意味は「三＝ミ→実」、「十＝ト→答」、「一＝始めの意味」。従

って「平成三十一年」とは「岩戸が開いて実の答えが始まる年」という意味に解することが出来ます。 

その実の答えとして「令和」の元号が定まったということです。「令和」とは右下のワンポイント字割で示すように「霊と

和す」意味があります。表現を換えれば「体主霊従」の物・金・エゴ中心の時代から、霊性・精神性に目覚めて物心調和の「霊

主体従」の時代が開かれる意味です。その新しい時代に人類が移り変わってゆく、それが「令和」の時代と言えるのです。 

令和二年は「子」の年。「ネ」は「音」、「音の霊性」と和す年・・・・ 

そして「子」の意味を読み解いたものが上欄のワンポイント図解です。「子」の字は「了＝終わり」と「一＝始まり」のパ

ーツによって組み合わされている文字です。したがって「体主霊従の時代が終わって霊主体従の新時代が始まる」ことを、「子」

の字はものの見事に表現しているのですから、不思議ですね。さらに、「子」→「ネ」→「音」→「言葉」と展開できますの

で、霊性に目覚める「霊主体従」時代を開くキーワードが「音」、「コトバ」にあることを暗示しているのです。 

「言葉」→「ことば」→「コトハ」→「光透波」→「『光』の『透』明な『波』動」。この言葉の神性をものの見事に表現し

ているのが有名な「初めにコトバありき、コトバは神とともにあり、コトバは神なりき。すべてのものはこれによって成った・・・」

と書かれてある聖書の文言です。  

「光透波」はことばの奥に秘められた真理を読み解くことが出来る文字の言霊学であり、これからの令和の時代の道標とな

る哲理とも言えるのです。ご関心のある方は二面案内の各地で開催される光透波セミナーへ・・・。面白いですよ（笑い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 ２月 １０３号 

 

①体主霊従の時代の幕締め。

②霊主体従の時代の幕開け。
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令和＝霊和２年は、子の年。光透波５０音が始まる。
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「平成」の年号は、「岩戸成る」。三千
年来霊的に封じ込められていた岩戸
が開かれ、物心調和の時代が開かれ
る意味が秘められていたのです。
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「令和」は、体主霊従から霊主体従の
時代を迎え、五十音の音霊を現わして
霊性に和してゆくようにとの、神のお
告げと、解することが出来るようです。
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「光の言葉で原点回帰 全ての人が救われる道」 宿谷直晃著 でくのぼう出版から発行  

電話０４６７－２５－７７０７、お取り寄せください。ネットでの購読も出来ます。 
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●「言霊ワクワク塾」 （第１０８回 光透波セミナー）   

●日  時   ２月２９日（土） ＰＭ１：３０～ＰＭ４：４５       

●場  所   神明いきいきプラザ   集会室 Ｂ（４F）  東京都港区浜松町１－６－７ 

               ＪＲ浜松町（北口）徒歩４分   都営地下鉄大門（Ｂ１出口）徒歩４分 

●演  題  「光の言葉の活用で幸福を」 

●講  師    宿  谷  直  晃                               ●参 加 費   ３,０００円 

● 名古屋 光透波講座 

●日  時    ２月 ３日（月）   ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０      和 や か 会 

●日  時    ２月１０日（月）   ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０      基礎講座  第２回  

●日  時    ２月１６日（日）  ＰＭ １：３０～ＰＭ４：３０     和 や か 会 

●日  時   ２月２３日（日）   ＡＭ１０：００～ＰＭ１：００     和 や か 会 

●場  所   光透波サロン   名古屋市名東区香南      ●参 加 費  各３,０００円 

●講 師     堀 尾 君 子   ※問合わせ先 堀尾君子 ０９０－８４９９－５９８９ 

●光透波講座 

●日  時     ２月 ６日（木）    PＭ７：００～ＰＭ９：００     

●演  題   「意識とコトバ」                 ●参 加 費    ３、０００円 

●場  所     光透波本部 磯部宅 名古屋市熱田区旗屋２－１６－４ 

●講  師      磯 部 賢 一   ※ 問合わせ先 磯部賢一 ０９０－９１９９－０２４８ 

●三重県講座（零和道塾） 

●日  時     ２月１８日（火）   ＡＭ１０：００～ＰＭ２：００            

●演  題   「宇宙は五十音でできている」 

●場  所     金菌 up cafe りぼん  三重県鈴鹿市秋永町６５８ ●参 加 費    ４,０００円 

●講  師      磯 部 賢 一   ※ 問合わせ先 磯部賢一 ０９０－９１９９－０２４８ 

● 字割実践講座  

●日  時    ２月２４日（月）  ＡＭ１０：００～ＰＭ０：００    

●演  題   字割実践講座                  ●参 加 費     ３、０００円 

●場  所   光透波本部 磯部宅 名古屋市熱田区旗屋２－１６－４   

●講  師   磯 部 賢 一    ※ 問合わせ先 磯部賢一 ０９０－９１９９－０２４８  

●第４９回、和の会 光透波の集い 

●日  時   ２月１５日（土）   ＰＭ１：３０～ＰＭ４：３０ 

●場  所    橘 樹 神 社 参集殿  横浜市保土ヶ谷区天王町１－８－１２ 

●演  題   「光透波と松果体」 （相鉄線 「天王町」駅下車 徒歩３分） 

●講  師    宿  谷  直  晃   ●参 加 費 １,０００円 ※ 詳細は宿谷０９０－２４４７－２０３７

まで。 

       

   ２月  光透波セミナーのご案内 

     光透波サロン  名古屋市名東区香南１      堀 尾  君 子 

        メールアドレス  s8910kimiko@yahoo.co.jp            ０９０－８４９９－５９８９ 

名古屋   名古屋市熱田区旗屋 2-16-4         磯 部  賢 一   

メールアドレス    isobekk50@yahoo.co.jp               ０９０－９１９９－０２４８ 

東 京   東京都品川区小山６－１９－５    宿 谷  直 晃 

メールアドレス  syu98-8do8@mbr.nifty.com         ０９０－２４４７－２０３７ 

事務局 ホームページ   http://kotohawanokai.web.fc2.com 
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